
1. は じ め に

1890年代の日本列島では，1891年10月28日の
濃尾地震 (M 8.0) をはじめとして被害地震が相次
いでおきた．1894年3月22日の根室沖の地震 (M

7.9)，同年6月20日の東京地震(M 7.0)，同10月22

日の庄内地震 (M 7.0)，1896年 6月 15日の明治三
陸地震津波 (M 8 1/4)，同年 8月 31日の陸羽地震
(M 7.2) などである1),2)．
このうち庄内地震と陸羽地震は東北地方北部の
内陸の浅いところを震源として発生したもので，
庄内地震ではほぼ平野部に被害が集中して3858戸
が全壊し，726人の死者を出した3)．また，陸羽地
震では秋田・岩手の両県にまたがり5792戸が全壊
し，209人が死亡するという被害がもたらされ
た3)．
国立科学博物館には庄内地震と陸羽地震の被害

の様子をとどめている写真が保存されている．こ
こではその資料について紹介する．

2. 資料の概要

これらの写真資料は先に紹介した磐梯山の幻灯
写真 4)，明治の東京地震の写真 5)と同じく東京大
学地球物理学教室地震研究室に残されていたもの
で，のちに国立科学博物館に移され今にいたって
いる．移された時期ははっきりしないが，1971年
またはそれ以前である．この地震研究室の前身は
同大学地震学教室であるが，1894年の庄内地震よ
り前の1892年に震災予防調査会が発足しており，
あとで述べるように庄内地震の写真撮影はそこに
よって行われたと見られる．ただし震災予防調査
会は独自の施設をもっておらず，調査会の中心と
なって活動をした地震学教室の大森房吉の所属す
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る地震学教室で写真を保管することになったので
あろう．なお，陸羽地震の写真については，もと
もと震災予防調査会が関与していなかったようで
ある．

1894年庄内地震の写真資料は①写真帖と②ガラ
ス乾板，それに③幻灯である．①写真帖は大小2

冊ある．大きさは違うが中の写真の中身と順まで
まったく同じである．小さい写真帖は本の形をし
ており，背表紙に金文字で「明治廿七年十月廿二
日山形縣下地震寫眞帖　全」とある．大きい写真
帖はつづれおりとなっていて，表紙に「明治廿七
年十月廿二日山縣下地寫眞」と書いた紙が貼って
ある．両写真帖ともに厚紙台紙一葉ごとに薄い印
画紙の一画面を貼りつけてあり，表面の横または
裏に表題と説明が書いてある．この2冊は写真を
アルバムに貼ったというより，写真を貼った台紙
を集めて綴ったような作りかたである．外形は小
さい写真帳のほうが横18.5 cm・縦11.6 cm・厚さ
5.2 cm，小さいほうが横 21.7 cm・縦 16.0 cm・厚
さ5.0 cmである（第1図）．両方とも「震災豫防評
議會」6)という角印が押してある．写真は銀塩の印
画紙ではなく，シアノ（サイアノ）タイプという
青写真にして焼きつけられている．シアノタイプ
は安上がりに作ることができるということで，当
時よく使われたといわれる．小さいほうの写真帳
は外回りが傷んできているが，双方の写真帳とも
画像の階調は損なわれることなくもとのままに保
たれていると思われる．
庄内地震の②ガラス乾板ネガはカビネ判または
手札判のものである．この庄内地震のネガは震災
予防調査会の大森ほかが撮影した原板またはその
複写と考えられる．また，③幻灯写真はガラス板
でできている．その大きさは82 mm�82 mmで，今
の 6�7 判用のような大判のスライド映写機では画
面の中央に置いて映すことはできない．

1896年陸羽地震の写真資料は写真帳一冊である
（第2図）．表紙は金文字で「寫眞帖」とあり，背
表紙に「秋田震災寫眞帖」と書いた紙が貼ってあ
る．形から見て，写真館が注文を請けてつくった
写真アルバムのように思われる．形は右横開きで
中の台紙の両面に一枚ずつ印画を貼りつけてある．
装丁はていねいなつくりとなっており，台紙の端
は金色に塗ってあり，さらに，平らに開けられる
ようにもとのところでいったん切ってつないであ
る．すべて銀塩の印画紙の写真で，カビネ判のネ
ガからの密着焼きであろう．端に少し銀の浮きだ

しが見られるものの，印画はよい状態を保ってい
るように見える．800 dpiの解像度でスキャンして
みたところ，画像はくっきりしていることがわか
るが，紙の繊維のような模様と銀粒子の浮きだし
によると見られるざらつきが現れる．また，地面
などの明るいところが灰をかぶったような調子で
ある．このことが写真の階調性を損ねているよう
である．はじめからそのような調子の画像であっ
たのか，銀が浮き出したことによってそのように
なったのかはわからない．各葉には表題と説明が
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第1図．1894年庄内地震の写真帳
大・小 2冊残っているが，中の写真は
まったく同じである．シアノタイプ写真
（青写真）を貼った台紙を集めて綴ったも
のである．上の小さいものは製本してあり，
下の大きいほうは繋いで折り畳んである．

第2図．1896年陸羽地震の写真帳
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ある．なお，写真帳には「地震学教室圖書之印」
との角印を押してある．

3. 写真について

(1) 庄内地震（1894年10月22日）
第1表に庄内地震の写真を示す．写真帳には34

枚の写真があり，これをもとにして一覧表を作っ
た．大きい写真帳でははじめから順に説明の頭に
番号が振ってあり，また小さい写真帖には大きい
ものと同じく墨書きの説明があるほか鉛筆で番号
が書いてある．両者の番号と説明と写真はまった
く一致している．表の二列目は写真帳に記された
その表題または説明である．5列目は同じ写真の
ガラス乾板の番号である．ガラス乾板の大きさは
081-と099-で始まる番号のものがカビネ判，085-,

112-, 113-, 115-で始まるものが手札判である．こ
の写真帳にある写真は震災予防調査会報告7)に模
写にして掲載されている8)．その掲載順も説明も
まったく写真帳のものと同じである．
これらのネガ乾板は撮影原板（種板）であろう
か．ただし，乾板のうちで明らかに複写とわかる
ものがある．それは，カビネ判の081-09と099-09，
手札判の 112番台で 1枚を除いた残りの 4枚であ
る．このほかのネガ乾板は撮影原板のように思わ
れる．これら原板から焼きつけたと思われるシア
ノタイプ画像の大きさは，トリミングをしてある
ものの，大小2冊の写真帳ともネガと同じになっ
ている．密着によってシアノタイプ画像つくった
のであろう．これら原板と考えられる写真を第3

図に再録した．原板のネガ全体の様子がわかるよ
うに，トリミングをしないで乾板の縁まで示した．
並び順は乾板の番号にしたがった．はじめの3桁
の数字は箱につけた整理番号で，これが同じ写真
はもともと一つの箱にはいっていたことを示して
いる．ほぼ箱ごとに区分けされていたが，違うカ
テゴリーの写真が同じ箱にはいっていることもあ
る．この表で番号の欠けている081-08は1909年の
江濃（姉川）地震の写真であるし，085-03や115-

01は何の写真かはわからない．また，112番の箱
にはほかに濃尾地震をはじめいくつかの地震の写
真がある．
写真の画質については箱番号ごとに違いが見ら
れる．カビネ判の原板の写真は画面の左右が斜に
ケラレている．また，再録したこの大きさの画面
ではわからないが，800 dpiでスキャンしてみると，

4 大 迫 正 弘

第
1
表
　

(つ
づ
き
）

写
真

印
画
の
大
き
さ

乾
板
の
大
き
さ

番
号

表
　
題
／
説
　
明

（
横

�
縦
，

m
m
）

乾
板
番
号

幻
灯

写
真
帳
小

写
真
帳
大

（
横

�
縦
，

m
m
）

27
酒
田
高
等
小
学
校
ノ
傾
斜

10
1�

81
96

�
76

08
5-

04
手
札

83
�

10
6

28
酒
田
町
議
事
堂
ノ
損
破

83
�

10
6

80
�

10
6

08
5-

05
手
札

83
�

10
9

29
山
形
縣
飽
海
郡
飛
鳥
宮
ノ
傾
斜

12
8�

99
12

6�
11

2
08

1-
01

カ
ビ
ネ

12
0�

16
5

30
山
形
縣
飽
海
郡
砂
越
村
家
屋
大
傾
斜
ノ
図

14
4�

10
5

13
7�

11
3

09
9-

01
カ
ビ
ネ

12
0�

16
5

31
酒
田
裁
判
所

14
7�

10
6

14
1�

11
3

08
1-

03
カ
ビ
ネ

12
0�

16
5

32
山
形
縣
飽
海
郡
飛
鳥
宮
山
門
ノ
壊
倒

12
9�

10
3

13
2�

11
3

—
33

山
形
縣
飽
海
郡
飛
鳥
宮
境
内
殿
社
壊
倒
ノ
図
　
震
災
豫
防
調
査
會
委
員
　
大
森
房
吉
撮
影

13
7�

10
0

13
3�

11
2

09
9-

05
カ
ビ
ネ

12
0�

16
5

34
山
形
縣
東
田
川
郡
押
切
村
墓
石
轉
倒
ノ
図
　
震
災
豫
防
調
査
會
委
員
　
大
森
房
吉
撮
影

13
9�

99
13

7�
11

3
09

9-
04

カ
ビ
ネ

12
0�

16
5

写
真
帳
の
外
寸
法
（

m
m

)
小
：
幅

18
5�
高
さ

11
6�
厚
さ

52
大
：
幅

21
7�
高
さ

16
0�
厚
さ

50



1894年庄内地震と1896年陸羽地震の写真資料 5

第3図　1894年庄内地震の写真
ネガ乾板のうち撮影原板と考えられるもの．乾板の外周まで再録した．カッコ内は同じ写真にあ
たる写真帳の番号．
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第3図 （続き）
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第3図　（続き）



すべてにわたってピントがやや甘く，とくに画面
の端のほうは流れたようになっていることがわか
る．また，ブレているような写真もある．ところ
で，これらカビネ版の画面のケラレかたは，庄内
地震の4か月前におきた東京地震のカビネ判の写
真 5)のものとよく似ている．想像するに，地震学
教室または震災予防調査会がそのときと同じ機材
を持ち出して庄内地震の写真をとったのではない
だろうか．整備の悪いような暗箱と解像度のよく
ないレンズによって撮影されたのなら，本職の写
真師ではなく，大学の研究者か学生または職員に
よって撮られたものということが考えられる．そ
のことを裏づけるのが小さいほうの写真帳で，
099-03, 04, 05, 07にあたる写真の説明に「震災豫
防調査會委員　大森房吉撮影」と書き添えられて
いることである．そのほかの099番台の写真には
撮影者を示していない．こちらの写真については
大森の指示などによりほかの者がシャッターを
切ったということが考えられる．カビネ判の写真
がその乾板の大きなことを生かしていないのにた
いして，085番台の手札版の写真は乾板を目一杯

使い，しかも鮮明度はよい．引きのばしてみれば，
ネガの大きさが約半分であるということを補って
あまりあるような写真となる．085-09は大森房吉
撮影となっている．これらのことから，写真の画
質の違いは撮影者の技量によるのではなく，使っ
たカメラの箱とレンズの良し悪しによるもので
あったことが考えられる．112番台からあとの手
札版の写真は画質が落ちる．なお写真帳の17番に
あたる乾板の115-02はややアングルがちがう．
幻灯はそのネガが112番台以降になっているも
のが多い．学校の被害，鐘楼の回転，あるいは砂
の吹き出しという興味深い現象を選んでいるよう
にも思えるので，教育や啓蒙の目的で幻灯を作っ
たとも考えられる．しかし，幻灯写真も写真帳と
同じだけの枚数が作られたが，使われているうち
に散逸してしまったものかもしれない．

(2) 陸羽地震（1896年8月31日）
第2表に陸羽地震の写真一覧を示す．この写真
は庄内地震のようなシアノタイプではなく銀塩の
印画である．写真はページの順に並べ 1896-のあ
とに整理番号をつけた．もとの写真にはこの表に
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第3図　（続き）



あるような表題が書いてあるが，番号は振ってい
ない．この地震被害の写真については国立科学博
物館の地震資料の中にネガまたは台紙張り写真，
幻灯など，ほかに相当するものがない．また，地
震のすぐ後に行われた調査の報告書9)にも模写が
ない．秋田県の内陸中部は1914年に再び M7.1の
大きな地震（秋田仙北地震）にみまわれている．
この写真帳には地震のあった日付がなく，紛らわ
しいのであるが，1914年秋田仙北地震の震災予防
調査会の報告書10)に載せてある写真には同じもの
がなく，写真に記された被災地の名前からみても，
1896年の陸羽地震の写真に間違いないと考えられ
た．ところが，陸羽地震から 17年たった 1913年
に今村明恒による 1896年陸羽地震の調査研究報
告11)があり，そこには写真 28枚が掲載されてい
る．はじめの6枚はその再調査のさいに現地でと
られた断層の写真である．そしてあとの22枚がこ
の写真帳の写真そのもので，しかも並び順も同じ
である．そして現地の人から写真帳が寄贈された
ことを記している．この報告を著した日付は発行
年より逆って1911年1月で，寄贈は遅くてもその
前に受けたはずである．再調査のときにとられた

地変の写真6枚には説明が加えられている一方で，
この写真帳からの図版22枚には短いキャプション
がついているだけで，本文でもあまり説明がない．
今村はこの写真帳については当時の被害状況をと
どめている貴重なものとして紹介することを第一
に考えていたのではないか，と思われる．すでに
写真が公表されていることでもあるので，第4図
には陸羽地震の写真のうちから8枚を再録した．
なお，1914年の『秋田仙北地震』の写真資料に
ついては，ガラス乾板ネガとそれから起こした幻
灯が残っている．

4. お わ り に

以上庄内地震と陸羽地震の写真資料のあらまし
を紹介した．庄内地震につては，撮影原板とみら
れるガラス乾板の画像は一部にピントの甘いもの
が見られるものの，シアノタイプにした印画にく
らべれば，原板であるだけに画像の階調度はよい．
写真帳のシアノタイプや報告書の模写では損なわ
れた画像情報が写真原板から読みとれることもあ
ろう．原写真が地震被害や当時の地変についての
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第2表．1896年陸羽地震の写真．写真帳に番号はない．羽後千屋　坂本理一郎　寄贈 11)．

写真番号 表　題／説　明 震災予防調査会
報告11)の図番

1896-01 秋田縣仙北郡六郷町行在所全潰 第7図　上
1896-02 仝處大町辻吉郎兵衛土藏家屋全潰 第7図　下
1896-03 其二酒造藏大破壊 第8図　上
1896-04 仝町畠山久左エ門家屋全潰 第8図　下
1896-05 仝町大川直藏土藏全潰 第9図　上
1896-06 仝處東高形町善証寺全潰 第9図　下
1896-07 仝町本善寺全潰 第10図　上
1896-08 仝郡千屋村坂本理一郎土藏陥落家屋全潰 第10図　下
1896-09 其二茶室全潰 第11図　上
1896-10 仝村字浪花高楷政五郎宅地隆起　高サ二丈余 第11図　下
1896-11 其二地續田地隆起 第12図　上
1896-12 仝村字善知鳥ノ沢赤石基（臺）新出湖水 第12図　下
1896-13 仝郡長信田村尋常小学校全潰 第13図　上
1896-14 仝村字太田長山喜太郎家屋全潰 第13図　下
1896-15 仝村松林倒潰 第14図　上
1896-16 仝郡豊岡村役場全潰 第14図　下
1896-17 仝郡高梨村池田甚之助本宅ノ入口 第15図　上
1896-18 仝村池田孫兵衛邸内金比羅社全潰 第15図　下
1896-19 仝郡畑屋村高橋亀藏家屋全潰 第16図　上
1896-20 其二 第16図　下
1896-21 平鹿郡角間川村北島乕之助家屋破壊 第17図　上
1896-22 雄勝郡東成瀬村田子内家屋倒潰 第17図　下

画面の大きさ：幅143 mm，高さ99 mm.
写真帳の大きさ：幅204 mm，高さ92 mm，厚さ38 mm.
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第4図．1894年庄内地震の写真
写真帳に納められた22枚のうちの8枚を再録した．



再調査の資料に活用されるかもしれない．利用さ
れることを考えて，写真はデジタル画像ファイル
にして保存した．
陸羽地震の写真資料は寄贈された写真帳一つで
あり，ガラス乾板などは残されていない．震災予
防調査会などの専門機関が写真撮影を行わなかっ
たことも考えられる．庄内地震と陸羽地震とでは
地震の規模や被害の程度に大きな差はなく，しか
も陸羽地震では2本の断層も地表に現れ，地震学
上の意味も大きいと思われる．また，学術調査や
報道に写真の利用がすみやかに進んでいった当時
の状況からして1894年から1896年に至る2年とい
う時期の差は大きかったはずである．それなのに
写真が少ないのはなぜであろうか．一つには庄内
地震が平野部の市街地を襲った地震なのにたいし
て，陸羽地震が人口のまばらな農村部を襲ったも
のだったために関心が薄かったことが考えられる．
それに，陸羽地震の 2カ月半前には死者 2万人以
上を数えた明治三陸地震津波がおきている．三陸
津波の被害があまりにも大きく陸羽地震のほうに
調査の手がよく及ばなかったのであろうか．また，
今村の報告にはこの地震の直後の現地調査が十分
に行われなかったということを伺わせるような記
述12)もある．
ここでは写真資料の紹介にとどめ，その画像か
ら伺える地震学上のまたは防災上の考察などは別
の機会に譲る．また，資料から写真史上の何らか
の興味のあることを引きだせるかもしれない．そ
の方面から関心をもたれることも期待したい．
ここに紹介した庄内地震と陸羽地震の写真のリ
スト作り，ネガとの照合について若有祐子さんと
夏苅聡美さんの協力をいただいたことにお礼を申
し上げる．この写真資料の整理および画像の再録
は「国立科学博物館調査研究等特別推進経費」
（館長支援経費）および「国立科学博物館情報公
開促進事業等の経費」により行った．
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